
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 



 
ₒ ─ⱳ▬fi♩ₓ 

 ⱴ▬◒꜡ ≢₈ ₉─ ⌂ ⌐╟╡⁸ ─ ⌐ ⇔╕⇔√⁹ 

 ─ ─ ─ ⅛╠⁸ ─ ╩ ⌐ ⇔ ⌂ ⌐ ⇔╕⇔√⁹ 

 │⁸ ה ○▬Ᵽה ⌂≥⁸ ↄ─ ≢─ ⅜ ↕╣╕∆⁹ 

 

ₒ ─ ₓ 

 セルソーティングは、細胞の大きさ、形態、蛍光などの物理化学的な情報を基に微粒子を分取する技術であ

り、医学や生物学の分野において重要な基盤技術です。しかし、従来のセルソーターにおいて、対象とする微

粒子の大きさと処理できる速さ（スループット）との間にトレードオフ注６の関係があり、100 マイクロメートルを超

える大型微粒子の高速な分取は困難とされてきました。大型微粒子の高速分取技術が確立されれば、従来の

セルソーターでは適用出来なかった多くの分野への貢献が期待されます。 

本論文では特に、地質年代学や古生物学の分野における花粉の化石の分取分取



 

( 1) ↕╣√ ╩ ™√○fi♅♇ⱪ♁כ♥▫fi◓◦☻♥ⱶ─◖fi☿ⱪ♩ ⁹(A) 
─ ╩ ⇔√○fi♅♇ⱪ♁כ♥▫fi◓─◖fi☿ⱪ♩  (A-1) ⌐╟∫≡ ⅜ ↄ⌂

╢ ⁸(A-2) ⌐╟∫≡♁כ♥▫fi◓⌐ ∆╢ ⁹(B) ○fi♅♇ⱪⱷfiⱩ꜠fiⱳfiⱪ
╩ ─כ♃כ♁ꜟ☿√™ ⁹ ╛∆↕─√╘⁸ ╩╖─♃כ◄ꜙ♅◒▪─ ⁹(C) ╩

™√○fi♅♇ⱪ♁כ♥▫fi◓─ ⌂◖fi☿ⱪ♩ ; (C-1) ♁כ♥▫fi◓ ⁸(C-2) ┼─

◓fi▫♥כ♁ ⁸(C-3) ┼─♁כ♥▫fi◓ ─ ⁹ 

( 2) ─ⱨ꜡כ◦Ⱶꜙ꜠כ◦ꜛfi⁹(A) ⌐╟╢ ╣─ ─ ⁹

⌐⅔™≡ │ 10 nl≢ ⁹(A-1) 0.1 m/s─ ⁸(A-2) 1 m/s─ ⁸(A-3) 
≤ ─ ⁹



 

( 3) ╩ ™√ ─ ⁹ (A) Ⱨ◄♂▪◒♅ꜙ◄כ♃┼─ ♥כ♁⁹

▫fi◓ ╩ ⇔√ (B) ∟ ⅜╡  500 ⱴ▬◒꜡ ─ ⁸(C) ∟ ⅜╡

100ⱴ▬◒꜡ ─ ⁹(D) ≤ ─ ⁹(E) ∟ ⅜╡ ◓fi▫♥כ♁≥ ─

  

( ◓fi▫♥כ♁─ (4 ⁹(A) ♁כ♥▫fi◓─ ⁹(B-1) ⁸(B-2)
─◘fiⱪꜟ ─ ⁹(C) ♁כ♥▫fi◓⇔√ ╩ ™√ 14 ⌐

≠ↄ ⁹ ─ │ ╩ ∆⁹ ─ ─ ⌐№╢◌◑ ⌐≈™≡│⁸

─◌◑ │ 68%─ ⁸ ─◌◑ │ 95%─ ╩ ∆⁹ 



【用語の解説】 

注１） セルソーター 

特定の細胞を選択的に分取する装置。微細管を流れる細胞懸濁液にレーザーを照射し、蛍光や散乱

光を測定することで細胞を識別・分取する。 

注２） マイクロメートル 

100 万分の 1 メートル（マイクロ：100万分の 1）。例えば髪の毛の太さは 60～100 マイクロメートル程度。 

注３） マイクロ流体チップ 

微量な溶液や生体試料の混合、反応、分取、精製、検出などさまざまな化学、生物操作をミクロ化でき

る半導体製造技術を用いて作製したデバイス。 

注４） 炭素 14 

陽子を 6 つ、中性子を 8 つ持つ炭素の放射性同位体。炭素 14 の半減期が 5730 年であることを利用し

て、炭素 14 を測定することで年代測定が可能となる。 

注５） 


